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注：前方部石室の位置は推定。
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45ｍ45ｍ

45ｍ45ｍ

40ｍ40ｍ

40ｍ
40ｍ

39ｍ
39ｍ

M.N.

無
を
含
め
て
詳
細
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。
岩
戸
山
古
墳

で
は
「
別
区
」
か
ら
石
人
・

石
猪
等
が
出
土
し
、
特
別
な

区
画
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

扇
八
幡
古
墳
は
墳
丘
の
形
態

が
こ
の
岩
戸
山
古
墳
と
酷
似

し
て
い
て
、
埴
輪
が
示
す
年

代
も
矛
盾
が
な
く
、
六
世
紀

前
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ

る
。四

箕
田
丸
山
古
墳

概

要

箕
田
集
落

の
す
ぐ
西

側
、
扇
八
幡
古
墳
と
同
じ
丘

陵
上
に
位
置
す
る
。
昭
和
二

十
六
年
（
一
九
五
一
）、
丸

山
仙
之
助
が
土
塀
用
の
土
を

採
る
た
め
に
山
を
削
っ
て
い

て
前
方
部
の
石
室
を
発
見
し

た
。
未
盗
掘
で
あ
っ
た
た
め

第４章 古 墳 時 代

図２―１２６ 箕田丸山古墳墳丘測量図（１／４００）
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前方部石室 後円部石室 

0 2m

に
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
が
、
自
宅
納
屋
に
保
管
中
に
盗
難
に
遭

い
、
九
州
大
学
に
預
け
ら
れ
た
が
そ
こ
も
万
全
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、

結
果
的
に
出
土
品
の
多
く
が
散
逸
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
で
き
た
の
は
、
小

田
富
士
雄
ら
に
よ
る
発
掘
当
時
の
資
料
の
収
集
と
報
告
書
刊
行
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

墳

丘

丘
陵
先
端
部
方
向
、
箕
田
集
落
に
後
円
部
を
向
け
て
ほ

ぼ
南
北
方
向
に
築
造
さ
れ
る
。
後
円
部
南
側
は
畑
、
東

側
は
荒
れ
地
、
前
方
部
北
側
も
畑
と
な
っ
て
い
る
が
と
も
に
平
坦
地
と
な

り
、
か
な
り
開
墾
さ
れ
て
い
る
。
墳
丘
西
裾
に
は
里
道
が
走
り
、
そ
の
西

側
は
ミ
カ
ン
畑
と
な
っ
て
わ
ず
か
に
旧
地
形
を
残
す
よ
う
で
あ
る
が
、
古

墳
の
規
模
を
示
す
よ
う
な
地
形
的
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

墳
丘
周
辺
は
平
坦
化
し
、
墳
丘
も
裾
部
で
土
砂
の
流
出
が
ひ
ど
い
が
、
な

お
前
方
後
円
墳
の
面
影
を
残
し
、
後
円
部
南
西
付
近
は
旧
状
を
留
め
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
も
と
に
復
原
さ
れ
た
後
円
部
径
一
九

㍍
と
い
う
数
字
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
方
部
先
端
部
は
非
常
に

急
傾
斜
と
な
っ
て
い
て
、
石
室
も
先
端
部
に
寄
り
過
ぎ
る
な
ど
、
こ
の
部

分
は
か
な
り
削
り
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
全
長
約
四

〇
㍍
ほ
ど
の
規
模
と
し
て
お
く
。
な
お
、
墳
丘
測
量
中
に
人
頭
大
の
礫
や

埴
輪
小
片
を
採
集
し
た
が
、
配
列
は
明
ら
か
で
な
い
。

主

体

部

後
円
部
西
側
と
前
方
部
東
側
に
各
一
基
の
単
室
横
穴
式

石
室
が
あ
る
。
前
方
部
石
室
は
完
全
に
埋
没
し
、
正
確

な
位
置
は
推
し
量
れ
な
い
が
、
測
量
時
に
前
端
部
付
近
と
考
え
ら
れ
る
石

図２―１２７ 箕田丸山古墳主体部実測図（１／８０）
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0
20
cm

材
が
確
認
さ
れ
た
付
近
に
推
定
し
て
書
き
込
ん
だ
。
な
お
、
こ
の
位
置
は

報
告
書
と
は
若
干
ず
れ
て
い
る
。
後
円
部
石
室
は
天
井
石
が
一
部
露
出

し
、
腹
ば
い
で
入
れ
る
ほ
ど
の
空
隙
が
あ
る
。

後
円
部
石
室
は
比
較
的
整
っ
た
長
方
形
プ
ラ
ン
と
な
り
、
規
模
は
長
さ

三
・
一
㍍
、
幅
二
・
二
㍍
、
高
さ
二
・
一
㍍
の
規
模
を
も
ち
、
奥
壁
お
よ

び
右
側
壁
は
一
枚
石
を
、
左
側
壁
は
二
枚
石
を
立
て
て
腰
石
と
す
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
高
さ
が
異
な
っ
て
い
る
。
以
上
は
比
較
的
平
た
い
石
を
内
傾
さ

せ
つ
つ
積
み
上
げ
る
。
な
お
、
床
面
に
は
径
三
〜
五
�
の
小
礫
が
敷
か
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
不
明
。

前
方
部
石
室
は
長
さ
二
・
四
㍍
、
幅
一
・
八
㍍
、
高
さ
一
・
八
㍍
の
長

方
形
を
呈
し
、
後
円
部
石
室
に
比
べ
て
や
や
小
型
と
な
っ
て
い
る
。
石
室

の
三
壁
に
立
て
ら
れ
た
腰
石
は
〇
・
六
〜
〇
・
七
㍍
と
比
較
的
高
さ
を
揃

え
、
か
つ
袖
石
の
高
さ
に
も
近
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
腰
石
以
上
は
や

は
り
比
較
的
扁
平
な
石
材
を
内
傾
さ
せ
て
積
み
上
げ
る
が
、
石
材
は
後
円

部
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
石
室
で
は
石

室
入
口
前
面
の
前
庭
部
が
、
後
円
部
石
室
に
比
べ
て
広
く
造
ら
れ
て
い

る
。
種
々
の
要
素
が
後
円
部
石
室
↓
前
方
部
石
室
の
順
に
造
ら
れ
た
こ
と

を
示
す
。

出
土
遺
物

前
方
部
石
室
の
奥
壁
に
そ
っ
て
銅
鏡
・
太
刀
・
鉄
鏃
・

玉
類
が
、
入
口
付
近
の
右
側
に
馬
具
類
、
両
側
に
須
恵

器
、
そ
し
て
中
央
部
付
近
で
玉
類
が
出
土
し
た
と
い
う
。

銅
鏡
（
不
明
）

現
存
し
な
い
が
、
小
田
富
士
雄
に
よ
る
拓
本
が
残
さ

れ
て
い
る
。
直
径
一
一
〜
一
三
�
ほ
ど
の
�
製
五
獣
鏡
で
あ
る
。

装
身
具
（
一
部
不
明
）

銀
製
耳
環
四
点
な
ど
計
五
点
、
直
径
一
・
一

〜
一
・
九
�
の
銀
製
空
玉
二
一
点
が
残
る
が
、
丁
字
頭
を
含
む
勾
玉
・
管

玉
・
小
玉
な
ど
は
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

須
恵
器
（
不
明
）

長
脚
一
段
透
か
し
の
高
杯
、
小
型
広
口
壷
、
長
頸

化
し
た
�
、
蓋
付
き
短
頸
壷
、
提
瓶
が
記
録
さ
れ
る
。

馬
具
（
一
部
不
明
）

轡
・
鞍
金
具
・
杏
葉
・
辻
金
具
・
雲
珠
・
小
型

鈴
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
多
く
が
失
わ
れ
て
い
る
。
杏
葉
は
楕
円
形
を
呈

し
、
蕨
手
（
双
葉
）
文
を
配
す
る
も
の
で
桂
川
町
王
塚
古
墳
出
土
品
に
類

似
す
る
。
鞍
金
具
の
一
部
の
磯
金
具
に
用
い
ら
れ
た
唐
草
文
系
の
文
様
は

冠
帽
・
冠
や
飾
履
（
沓
）
に
も
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

武
器

朝
鮮
半
島
製
か
と
目
さ
れ
る
単
鳳
環
頭
太
刀
、
国
産
の
儀
杖
用

と
さ
れ
る
捩
り
環
頭
太
刀
三
口
な
ど
を
含
め
て
六
口
の
刀
（
一
部
不

第４章 古 墳 時 代

図２―１２８ 箕田丸山古墳出土遺物１

285



0 10cm

図２―１２９ 箕田丸山古墳出土遺物２
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0 10cm

0 5cm

明
）、
鉄
矛
一
口
、
鉄
鏃
、
銀
箔
で
飾
っ
た
弓
の
一
部
が
あ
る
。

武
具
（
不
明
）

弓
矢
を
盛
る
胡
�
の
飾
り
金
具
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
他

鉄
製
鑿
一
点
、
鹿
角
装
を
含
む
刀
子
四
点
、
直
弧
文
を
刻
ん

だ
鹿
角
製
刀
装
具
な
ど
が
あ
る
。

以
上
が
現
在
判
明
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
前
方
部
石
室
か
ら
の

出
土
品
は
六
世
紀
前
半
〜
中
ご
ろ
の
年
代
を
示
し
、
か
つ
古
墳
の
規
模
に

比
し
て
優
秀
な
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
築
造
時
に
造
ら
れ
た
後
円
部
石
室
は
前
方
部
石
室
に
比
べ
て
や
や

遡
る
年
代
が
考
え
ら
れ
、
六
世
紀
前
半
ご
ろ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
小
田
富
士
雄
ほ
か
「
福
岡
県
京
都
郡
に
お
け
る
二
古
墳
の
調
査
―
箕
田
丸

山
古
墳
及
び
庄
屋
塚
古
墳
」『
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室
研
究
調
査
報
告
』
第

三
冊
、
二
〇
〇
四
）

五

庄
屋
塚
古
墳
（
町
指
定
史
跡
）

概

要

庄
屋
塚
古
墳
は
下
黒
田
の
旧
国
道
沿
い
に
位
置
す
る
。

上
黒
田
か
ら
下
黒
田
に
か
け
て
は
低
丘
陵
が
南
西
―
北

東
に
か
け
て
の
び
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に

あ
る
小
山
が
庄
屋
塚
古
墳
で
あ
る
。
周
辺
は
宅
地
が
迫
り
、
墳
丘
も
か
な

り
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
数
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
町
に
よ
る
古
墳
の

買
い
上
げ
が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
測
量
調
査
を
実
施
し
た
。

な
お
、
こ
の
古
墳
は
か
つ
て
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
小
田
富

士
雄
ら
に
よ
っ
て
前
方
部
石
室
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
す
で

第４章 古 墳 時 代

図２―１３０ 箕田丸山古墳出土遺物３
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